












































る.【結 果】 コアカテゴリーは 11,サブカテゴリー








































の約 1か月間, 我慢し耐える対処を行っていた. 介入期
間 :2013年 1月 (10日間)【結果・考察】 看護師は S
氏の痛みを一緒に取りたいという気持ちを伝え,症状体
験に寄り添いながら共感した. S氏は痛みについて語る
中で,痛みのマネジメントを医療者に依存していたこと
に気づいた.S氏は「自分で痛みを何とかしたい.何をす
ればいいの？」と痛みをセルフマネジメントしていく意
識が芽生えた.そこで,IASMの理論の 7段階に沿い看護
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